
(11月中旬号)

松原地区母子検診

の時間を変更

今まで第2水曜日の午前中に行 っ

ていました母子検診の時聞をつぎの

ように変更 します。

1011るから1Z時まで(妊婦)13時か

ら15時まで(乳児) (保険街生課〕
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海自音楽隊演奏会の開催

佐世保地方総監部音楽隊が来大し

つぎの要領で演奏会を開催l.，i;す。

11月15日d午前11時30分より午後

0 時~ ，O分まで松原の八隅 pj l社境内
d午後二時より大村駅へ駅通 り~本

町~鶴亀橋を市中行進

〈商工水産課)

一月
は

除
剤
草

降
り
そ
う
な
時
は
さ
げ
る
。

山

;

一

J
K
U
Y一
言
対
す
る
除
草
剤
は
シ
マ

ω
む
ら
の
な
い
よ
ろ
噴
霧
横
…

起
:
・
沿
ヲ
ミ・

;i''L

Y
ン

(
C
A
T
)
が
最
も
多
で
均
}
に
慣
布
ず
る
。

く
使
お
れ
て
お
り
、
十
ア

ー

ル

〔

み
か
ん
〕

…〔
除
草
剤
の
使
い
方
〕
当
り
魁
品
季
五
十

i
首

グ

ラ

樹
君
回
復
さ
せ
、
議
の
…

川
要
作
に
つ
い
て
除
草
と
易
ム
場
・
水
九
十
J
百
リ
ッ
ト
ル
に
栄
養
場
よ
く
し
、
花
芽
の
警
…

川
に
使
《
労
働
時
間
の
し
め
る
割
溶
か
し
、
事
穫
で
散
布
し
ま
増
し
、
雲
間
の
芽
立
ち
発
育
を
…

…
合
は
、
全
労
働
時
間
の
一
一
割
に
す
。

良
く
す
忍
た
め
、
普
浦
田
州
で
一

川
も
還
し
、
殊
に

水

回

裏

作

の

場

は

、

般

か

〈

直
前
か
ら
下
旬
と
川

…
合
は
大
き
な
労
働
負
担
と
な
っ

使
用
上
の
注
意

ろ
ま
で
に
、
任
問
笹
山
量
の
四
…

川
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
除

ω
究
分
に
静
土
し
、
一
ニ
セ
ン

1
E割
を
元
肥
と
し
て
施
し
ま
…

川
草
に
よ
る
労
働
時
間
場

経

滅

す

チ

程

度

、

均

-

に

覆

土

し

の

す

。

…

…
る
と
と
が
要
の
住
産
費
者
引
き
ち
聴
く
油
圧
す
る
。
肥
料
の
種
類
は
有
山
間
質
を
主

川

山
下
げ
る
と
P
に
な
り
ま
ず
か
ら

ω
薬
剤
敬
布
は
、
搭
積
直
後
体
に
し
た
、
県
横
車
復
合
肥
料
山

川
今
検
除
草
剤
巻
大
い
に

利

用

す

と

す

る

。

を

施

し

ま

し

ょ

う

。

川
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

例
湿
気
の
多
い
と
き
、
雨
の
(
農
業
改
良
普
及
所
)
川

ム
該
当
児

一

i
;
3
3
i;
;
つ
ク
助
手
兵
庫
十
八
?
三
十
五
才

一

一

叩
和
一
一
千
三
年
士
一
月
一
日
か
一
求
人
案
内
一
一
一
万
一
手
円

寺
井
武
(
故
人
)
玖
島
郷
H
校
医

一

幼
児
期
の
ろ
ち
で
身
体
発
育
土
諸
習
癖
の
相
談
指
導
、
肢
体
亘

ら

三

寸
五年一一一
塁

王

日

ま

一

一

女
子
【
市
内
】

直

十
六
よ
一

と
し
て
学
校
量
管
理
の
た
め
並

一
精
神
発
達
の
面
か
ら
、
も
っ
と
も

一白
・
精
神
器
、
視
刀
、
聴
力
陣
一で
に
庄
れ
た
も
の
。

一

i
i
i
i
i
一十
一
ニ
才
六

T七
千
五
百
円
・
経

巨
大
村
市
の
美
術
震
に
尽
力

一重
要
な
時
期
は
二
ニ才
児
と
い
は

一害
等
の
量
発
見
な
ど
、
多
目
的
一ム
料
金
は
臨
り
ま
せ
ん

一
男
子
【
市
内
】
庖
員
二
十
五
才
一
理
事
務
十
八
J
一
ニ
十
四
才
六

T

さ
れ
社
会
教
育
に
寄
与

一れ
て
お
り
ま
す
。
大
村
保
健
所
で

一な
健
康
相
談
を
つ
ぎ
の
日
程
で
行
一
ム
母
子
手
慣
を
ど
持
参
く
だ
さ
い

一ま
で
七
百
円
以
上

・
ト
ラ
ッ
ク
助
了

万
円
・
外
務
員
年
令
不
問
固
定

永
野
リ
ツ

(七
十
一
才
)
田
下
郷
一
は
こ
れ
ら
一
一
一
才
児
に
ご
、

槌
康
一な
い
ま
す
の
で
骸
当
ず
る
方
は
洩
一
A
な
る
べ
ぐ
母
親
高
官
て
く
一
手
十
八
五
十
才
一
万
四
百
円
以
一
給一一
一
平
円
・
澱
粉
工
年
余
間
二

日
永
年
学
校
教
育
に
寄
与
一
審
は
も
と
よ
り
、
発
育
不
幸

一れ
な
く
費
し
て
く
だ
さ
い
。

一

だ
さ
い
。
(
保
審
議
)
一
上
・
費
支
J
三
十
才
四
百

t
一
重
工
ニ
百
円

水
田
住
宅
ニ
区
家
計
簿
グ
ル
ー
プ
一
1
-
5
5
5
5
2
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一軍
百
円

・
プ
ロ
ヲ
ク
エ
十
八
J
三
一
【
県
列
】
炊
事
一
鯛
十
八
1
二
十
三

日
極
め
て
困
難
と
い
わ
れ
る
家

一

川

ノ

者

に
な
る
こ
と
も
多
い
と
思
い
よ
十
才
四
百
円

一
才
一
万
一
平
五
百
l
一
万
四
千
円

簿

の

研

究

室

ね

地

域

社

会

の

針

可

キ

チ

ン

カ

ー

が

廻

り

ま

す

ま

す

の

で

、

多

数

ご

薬

品

…

一
円
安
】
ガ
ス
熔
接
切
断
工
和
歌
一
紡
績
工
夫

J
一一十
五
才
九
千
七

展
に
大
き
ぐ
貢
献

一

…

手

近

か

な

材

料

で

栄

養

食

を

日

い

十

一

月

十

も

白

川

一山
十
八
1
四
十
五
才
ニ
万
一
一
千
円
一
百
六
丁

一
万
七
百
八
十
円

・
織

一

ブ

川

↓以
上
a

ス
ク
ラ
ッ
プ
選
別
運
搬
エ
一
布
エ
十
六
l
二
十
才
六
干
五
百
円

松
本
一
(
五
十
四
才
)
竹
松
小
学

一

川

子

供

の

家

u十
時

よ

り

川

一

一

校
長
日
三
十
四
年
的
問
学
校

善

一
川
台
所
帯
あ
づ
か
る
主
婦
の

一
の
目
程
円
キ
ッ
チ
ン
カ
l
室

¥

一和
歌
山
大

t
四
十
五
才
五
百
円
一
庖
員
十
六
よ
ニ
十
五
才
八
千
二

並
に
幼
稚
園
警
に
貢
献
一
…
寸
し
た
気
の
く
ば
り
か
た
で
、

廻

喜

子

。
時
間
は

お

お

よ

問

品

掛

川

話

灯

一食
料
品
庖
員
大
阪
十
六
l
二
十
五
一
万
円
・
メ
リ
ヤ
ス
工
芸
J
二
十

寝

室

戸

五

十

里

西

大
村
一

…
体
の
た
め
に
な
る
栄
饗
の
あ
る
そ
一
時
間
ぐ
ら
け

で
一
工
品
ム

十
一
月
一
一
十
日
…

一変
千
円
・
獲
鉄
工
刈
谷
十

六
一
才
八
千
五
百
1
一
万
円
・
バ
ス
車

中
学
校
長
日
一ニ
十
四
年
間
学
校
教
一
川
食
事
が
経
済
的
に
、
で
き
る
も
ぐ
ら
い
を
塁
実
演
ず
る
予
定
額
訪
公
民
舘
H
十

時

よ

り

土

t
四
十
才
}
万
三
千

t
二
万
二
千
一
事
十
五

t
二
十
一
才
一
万
八
百
円

程

吋

(

五

十
四
才
)
西
大
村
一
…

れ

い

な
ヒ
ン
ト
素

た

え

訂

一

手

む

に

あ

右

室

利

中

錦

町

肝

昨

日

付

…

一戸

時

河

顎

川

万

一

日

一

ケ

諮

問

八

1
四
十
才
七

小
学
校
長
川
一
二
十
四
年
間
学
校
教
一
一
手
め
県
の
衛
生
部
で
は
つ
ぎ

用
し
ま
す
の
?
早
速
家
庭
で
参

一一

護

衛

生

課

)

土

刊

誌

れ

ト

開

j
汁

(

公

共

職

業

安

定

所

)

育
並
に
幼
稚
園
教
育
に
買
献
一
ど
一
三
三三

三
==
=
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Z一
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橋
本
野
(
五
十
五
才
)
一
弓
城
小
学
一
宮
廷
は
け
・
一
ρ
ニ
ヨ
丁
目
サ

ノ

ー1

』

斗

司

リ

E
B

校
長
止
一
一
十
四
年
間
学
校
教
育
仁
一

道

一

を

F
H
V
〔

1
1
R司

貢
献

一

病

院

・

学

校

。

道

路

な

ど

に

鶴
田
謙
一
(
五
十
四
才
)
三
浦
中
一

学
校
長

u一
ニ
十
閉
年
間
字
概
教
育
一
簡
易
保
険
は
大
正
五
倍

、創
敵
一

、用
さ
内
加
入
者
ひ
い
て
は
国
民

に
貢
献

一
ぎ
れ
て
以
策
、
加
入
者
の
み
な
-
ー大
衆
の
福
利
増
進
に
寄
与
じ
て

喜
多
島
光
徳

、(
五
十
三
才
)
福
重

一
さ
ま
か
炉
停
払
ま
抗
孟
金
叫
十
都
た
ー~の
で
あ
り
ま
す
。

と
の
積

小
学
校
畏
比
一
一
十
四
年
間
宇
校
教
一
将
来
み
な
さ
ま
に
保
険
金
ゃ
ーが
一
立
A
F
の
運
用
も
戦
後
約
国
家
的

背
並
に
幼
稚
園
教
育
に
貢
献
(
金
を
支
払
う
た
め
の
準
備
金
也
一?
な
事
情
に
よ
り
て
六
年
あ
ま
り

岡
崎
喜
久
郎
(
五
十
九
才
)
-武
部
一
し
で
積
立
で
ら
れ
〈
お
り
ま
す
一
向
断
き
れ
ま
し
た
が
昭
和
二
十

郷
日
永
伍
社

と
し
て
行
わ
れ
る
べ
き
も
の

で
あ
り
、
名
誉
役
職
の
交
替

と
か
、
役
員
の
割
り
ふ
り
で

あ
っ
亡
は
な
ら
な
い
と
と
。

民
生
霊
員
の
推
せ
ん
方
法

十
月
三
十
二
日
の
民
生
委
員

推
せ
ん
会
に
お
い
て
民
生
寮

貝
の
推
せ
ん
方
法
が
決
定
さ

れ
ま
し
た
。

そ
の
方
法
は
本
庁
、
各
出
損

所
ご
と
に
各
種
団
体
の
代
表

者
各
々
二
名
を
も
っ
て
構
成

す
る
推
せ
ん
準
備
会
を
作
り

そ
れ
に
民
生
委
員
の
候
補
者

の
推
せ
ん
を
求
め
、
乙
れ
を

参
考
と
し
て
推
せ
ん
会
に
お

い
て
決
定
す
る
と
と
に
な
り

ま
し
た
。

民
生
委
員
の
改
選
期

選
任
は
準
備
会
の
推
ぜ
ん
で

定 価 一部 n.円

現
在
の
同
宣
署
員
(
兜
電
委
員
)
一
回
目
の
選
任
の
趣
旨
及
び
推
せ
ん
方

は
十

一
月
末
H
で一一
J
E
の
任
期
が
一
法
を
お
知
広
せ
い
た
し
ま
す
。

満
了
に
な
り
ま
す
。

一

そ
と
で
新
ら
し
い
間
生
要
員
泰
選
一
ム

任
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
一

選
任
せ
ら
れ
る
に
あ
売
り
民
生
委
一

民
生
委
員
の
選
任
の
趣
旨

民
生
委
員
の
選
任
は
真
の
適
一
ム

格
者
者
求
め
る
と
と
を
主
眼
一

(
福
祉
事
務
所
)

白
日
H
ヲ

i
i
n
u
-
-・i
畠

M
U
l
l白
M
M
l
'負
引
u
r
l

表
彰
さ
れ
た
人
々
は
つ
ぎ
の
と

お
り
で
す
。

間和一一
一十
七
年
大
村
市
教
育
功
一
朝
長
教
育
委
園
長
約
式

辞

の

あ

と

一

(

敬

祢

略
順
序
不
同
)

労
者
表
彫
式
は
十

一
月

一
日
午
前
一被
表
彰
者
に
た
い
し
表
彰
状
と
記
一
今
回
正
夫
(
四
十
六
才
)
田
下
郷

十
一
時
半
よ
り
申
央
公
民
舘
で
、

一
念
品
が
贈
ら
れ
ま
じ
た
。
つ
づ
い
一
日
校
医
と
し
て
学
校
保
健
管
理
の

被
表
彰
者
十
一
氏

一
団
体
と
来
賓
一
て
大
村
市
長
、

-m
鱒
ム
町
議
長
の
祝
一
た
め
尽
力
な
ら
び
に
黒
木
小
学
校

五
十
宣
痛
の
卵
、

小
、
申
学
校
児
一

の
と
P
ば
が
あ
っ
て
棺
表
彰
者
代
一

及
び
菅
瀬
中
学
校
に
視
聴
覚
教
育

重
住
徒
参
列
の
も
と
に
挙
行
さ
れ
一表
橋
本
野
氏
小
謝
辞
が
あ
り
ま
し
一
施
般
の
充
実
に
寄
与

ま
し
た
。

一た。

と
の
あ
と
三
浦
小
学
校
児
童
一別
融
寿
子
(
故
人
)
申
顕
訪
一
区

式
は
国
歌
斉
唱
に
は
じ
ま
り
、

一大
村
申
学
校
生
徒
に
よ
る
ハ
1
モ一
日
永
年
腎
友
会
副
会
長
、
母
親
学

教
育
功
労
者
ぞ
表
彰

十

氏
と

団
体

エ
カ
合
奏
、
プ
ラ
ス
パ
ン
ト
の
合
一
級
長
帯
歴
任
し
永
伍
学
校
教
育
の

奏
等
の
音
業
も
拙
開
館
さ
れ
ま
し
た

一振
興
に
寄
与

市
民
音
楽
会

盛
大
に
終
る

第
三
回
市
民
音
楽
会
は
十
一

月

三
日
(
文
祐
の
日
)
午
前
九
時
よ

り
中
央
公
民
舘
で
開
か
れ
ま
し
た

ま
ず
教
育
、長
の
挨
拶
に
つ
つ
い
て

市
内
小
中
学
校
児
童
生
徒
の
二
十

一
団
体
に
よ
る
伶
唱
や
器
楽
浪
費

一一
般
の
部
せ
は
個
人
出
演
八
、
団

‘体
十
一
一
ζ
よ
っ
て
日
頃
の
練
習
の

腕
そ
い
か
ん
な
く
指
揮
さ
れ
、
午

3-
後
-
A

一時
三
十
分
ま
己
安
さ
に
音
誕

の
目
。と
し
て
盛
大
の
v
っ
ち
に
鰐
り

ま
し
た
。

特
に
臆
衆
に
感
激
砕
与
え
た
の

は
県
立
ろ
ろ
単
校
五
六
伍
児
童
L

よ
る
慰
濯
の
演
奏
せ
し
た
。

{許
育
委
員
会
)

西大村小学校区

鈴岡地区

中央小学校区

3オ児健康相談実施・場所・日程

本庁地区

松原地区

福重留区

竹松地区

萱瀬i也区

該当地区

9時 -1Z時

1時- 3時

竹松本町公民舘10時----3時

10時-3時

1011寺-3時

仰寺-12附

時

ノ〆

間

福重出張所

大村保健所

松原公民舘

萱湘出張所

鈴出出張所

所

" 

場

11月26日

11月29日

11月28臼

11月30日

12月 J日

12月 4日

11月z1日

実施日
三
オ
児
の
健
康
診
断

1時3D分-3時三浦地区三浦出張所12月 4日

ー
畏
聞
低
利
で
貸
付
け
ら
れ
国
民
一
近
い
金
が
融
資
さ
れ
て
い
ま
リ

の
経
済
空
活
の
安
定
、
社
会
福
一
乙
の
よ
う
に
簡
易
保
険
郵
便
出

;、
魁
の
向
上
に
大
き
な
役
割
や
果
一
金
の
積
立
金
は
あ
か
る
い
何
件

立
金
運
用
問
一
再
開
力
業
積
も
年
一
‘
し
て
い
ま
す
。

へ

一
}み
よ
い
町
づ
く
り
に
役
立
っ
て

々
伸
展
し
積
立
金
の
総
額
も
九
一
九
州
で
は
各
県
や
市
町
村
な
ど
一
お
り
ま
す
。

千
億
円
の
巨
額
に
漣
レ
ー
お
引

一ヲ、
地
方
公
共
団
体
に
五
百
五
十
億
一

郵
政
省
で
は
と
の
積
立
運
用
金

一

手
。
む
の
巨
額
送
金
は
佐
一川
原
そ
の
他
国
民
金
融
公
離
、
一
再
開
十
周
年
を
記
念
し
士

一司

一

宅
や
病
院
、
学
校
、
上
下
水
道
一

コ
中
小
企
業
、
農
林
漁
業
金
融
公
一

十
五
日
ま
で
「
簡
易
保
険
新
加
一

道
路
、
活
湾
、
鉄
道
、

官
簡
な
一

庫
お
よ
び
住
宅
金
融
公
庫
な
ど
一
入
運
動
]
4

を
行
っ
て
い
ま
す。

-一

ど
の
躍
世
資
金
や
申
小
品
灘
、
一

の
政
府
関
係
機
闘
を
通
じ
町
融一
e

，

(大
村
郵
便
局

農
林
漁
業
な
ど
の
銀
興
貴
金
に
一

資
を
合
せ
ま
す
と
}
千
億
円
に
-



戦
緬
開
戦
没
苛
遺
骸
等
援
護
法
一
て
は
輸
措
で
改
一定
ベ
C
れ
主
す
か
ら
一
分
場
受
給
さ
れ
た
後
、
福
祉
事
務

が
改
正
さ
門
遺
族
任
金
、
遺
族
給
一
請
求
の
必
麗
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
所
ま
で
と
持
書
く
だ
さ
い
.

日
リ
一
与
会
開
啓

一
時
金
に
つ
い
別
一
た
だ
し
本
年
十
月
一
回
以
前
の
、一

十
月
古
警
の
市
政
だ
よ
り

B
-
一一雪
一の
と
お
り
十
町
仔
か
ら
そ
れ
一
日
付
の
遺
族
輸
与
金
を
受
給
し
て
一
に
掲
航
さ
れ
た
と
お
り
、
と
の
年

明
一
ぞ
れ
強
制
己い
れ
る
ζ
y
に
な
り
す
一
お
ら
れ
る
か
た
じ
つ
い
て
は
県
で
一
金
等
ど
国
民
年
金
法
の
老
令
、
陣

μ
い
一
し
た
，

一
新
証
師
寺
・作
成
し
旧
証
書
と
引
き
一
曹
、
母
子
年
金
等
と
あ
わ
せ
支
給

な
お
支
給
金
額
の
改
定
に
つ
い
一
か
え
に
交
付
さ
れ
ま
す
か
6
十
月
一
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
家
し
た
。

“
お
HW
AH
H
引
叫

wuτ
川
H
HW
A
"
d
w
t凡
H
H
"
d軒
品
曹
比
H
H
W
A
W
A
O
A
H
H
H
1
"
A
守
叫
H
U
H込
O
A
V
J
H
Hド
晶

引

JMWH
H
H
H
V品
胃
晶
町
A

H
吋
ム
司

(二〉りよ大村市 政だ(毎月1R.1 0臼.zo日発行〉
昭和o7年 11月10日

(昭和33年4月zz日第三種郵便物認可〉

地元民待望の うちに開通
県営パス南川内路線

ゴはに
そ、主帳、
のカに 不
f也リト自
~フマ由
すラトし。ワ 、空宇

と会イせ

三本青々
25言イ作
のとJチ物

戦傷病者遺族等援謹法関係改定に関する表 (3表)
種 改定の 基礎と (?;;)(?結)(ザF)('Y主才)(私121F21)

金寸 署員

日1 なる 年令 等 改正 前 e'l正 前 I.;J歯 ~Ii 

60年才未6渇月の もの渇で
51060lJ100012oood 

遺
39a 6 Fl 70才 来 71000' 
38 <f 10月カら 39年

'71000 I@句3251二つい は足下い喜

方支
6月の問ド 701 61000 

一ねあ 受給者は請の必ーl見に受ね者で な か
な !日710旦00 リま山ったも σ)

年 CD本年 10月 1日で，r高60才以上のかた で39年 6月 末 で渇 70才 に 還す るかた わ 、ホ年 10月分カ‘ ら61、O
o OP13 9年 7月分ヵ、ら71、000円に地署員されカ、またす。 ー ー 『

金 ③(ミ)38年 10月 より 39年 6月までに 70才に達する はその月分力、勺 7l'、!O努00円 (二リ地'生給活さのれ資ま料すを。
6こ0と才カ来、出渇予の 父 匂 又はその他のi農家族のう ち;;Y.i60才到達もじく わ不具 失 に な 得る

来ない場合 に 61、000円叉，は 71、000円 に なリ ます 。刷 、

Si畳笑 拙 tPEril寺号されま 可 民正志| 改正討増額
れ ますの なリぷ ーは l.:t 才到達の翌月よ リ改定のE買が支給さ 500135500110009 

金系-ト合7 ー (;主〕出定については 県 で 新証き?を作整 し!日証書と引き主主年えに交付しま す の で r9任月期務渡所 を支紅、

郵便 局で受領 きれた後』 今情って おら れ るi1l絞給金証符を荷役所 福 事 まで

iiillj寺参くだ さい 。
トー「一

金 百毘
e.¥( :;:[' の 日寺 期 ( そ の 他 ) 程 度 改正 前 e'l正後 ‘増 官自

軍 ①特男111月定力、勺第 1款症まてにつl;ては 37年 10月分 特項B症1) 
1 J内5酉症の領Oに

円1た1項以B1R内症6の5争審加0員に0 え
1事 から I自給

以8 の5微Oを加円

。、第 2 ';;":症及び~:ヨ教徒につ いては 38年 7 月分カ、 ら i曽 えた Õ~ 31000 
人 総 1頃Iif 171000 233000 62000 

② この表ものうち い額ずれの
21胃症 139000 189000 50000 
31filif 1.11.000 15.1000 42 O O O O 

，，'I1!i 41員lif ?gOOO 107000 8000 

場合 受給す者カt 改定あ 51爵症 51000 7O -2 O O O 19000 

の請求を る必要 は
61j'lr.E 38000 52000 14000守

属 1欣症 24000 33000 9000 

リません O
2~:主症 26000 35000 9000 

年ト 3軟症 22000 '30000 8000 

(L、~~ '7it 1 0月分から増給
額以41内12頁症を7加の5額え0円とに U51 1肉8た員定の2践の5額Oを円加に準 特1頁症耳1)

え額 15500 

合軍
|i 21 1項自症定

85500 116500 3.10.:00 
69500 94500 2? 5O O O 

3m庄 55500 75500 O σO 。
4項症 39500 53500 14000 

lli 5Ifl症 25500 35000 9500 
6Ii'i症 19000 26000 7000 

(匹|正富金日時寺日ヲh守引 刊1ωO刊月分仙力ら惜l噌曽 1 !l貫ffF 183000 248000 65000 
2車土品工 151000 205000 54000 
3軟症 130000 1 7 6 0 0 o. 1 46 0 00 

-南
川
内
地
区
の
人
々
は
か
ね
て

よ
り
パ
ス
踏
融
の
新
般
也
管
熱
望
し

て
お
り
ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
バ

ス
乗
り
入
れ
が
認
可
と
な
り
‘
さ

る
十
月
三
十
一
府
県
交
通
部
長
、

県
会
麟
員
、
大
村
警
察
署
長
、
市

関
係
者
ら
多
数
め
来
賓
が
出
席
し

帥
元
の
人
々
と
と
も
に
感
激
の
開
一

通
式
表
行
い
ま
し
た
。
新
路
線
は
一

回
下
よ
り
南
川
内
ま
で
の
山
間
部
一

の
道
路
で
ニ
千
四
百
メ
ー
ト
ル
に
一

お
よ
ん
で
い
ま
す
。
従
来
通
学
生
一

や
地
元
民
は
徒
歩
で
通
行
し
て
い
一

ま
し
た
が
、
バ
ス
が
利
用
出
来
る
一
訟
の

UXAurn-33九
ー
に

JV11343211%2hVAU---翌日一・二
UI
n
-
-

h
』

よ
う
に
な
り
便
利
に
な
り
ま
し
た
一
誌
、

J
品
川
千
九
六
1
り
I
U

ぺり
J
V
J・私

ま

た

今

回

の

路

線

の

実

現

に

よ

一

炉

怜

炉

同

伊

川

シ

川

炉

川

九

州

り
当
晶
区
の
開
発
と
と
も
に
観
光
一
員
取
引

5
5
5
1り

rS
F
j〈

p
p
?氷山川
・
dk
f
k
f
・k

面
も
明
る
い
見
通
し
が
出
来
た
と

関
係
者
も
甚
乙
ん
で
い
ま
す
。

(
商
工
氷
産
課
)

流

感

の

予

防

接

種

を

実

施

日
中
で
い
ち
ば
ん
暑
い
の
は
午

前
+
時
項
ま
で
で
す
。
カ
ル
フ

オ
ル
一
一
ヤ
州
の
朝
は
必
ず
と
い

っ
て
よ
い
く
ら
い
曇
っ
て
霧
が

飴

回

出

張

所

校

ム

小

口

牧

組

問

量

(

一

回

の

政

集

量

松

原

幼

惟

園

市

保

険

衛

生

一が
百
八
十
リ
ッ
ト
ル
未
満
の
も
の

福

軍

出

頭

所

課

一

現
在
登
録
レ
て
い
広
米
穀
二
知
一
的
で
行
わ
れ
る
も
の
で
す
。

一暑
い
う
)
十
八
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き

池
田
敬
老
院
十
一
月
二
十
日
竹
松
出
聾
附

一庖
事
変
更
レ
て
、
他
の
庖
か
ら
米
一

A
一
層
出
割
問

一十
百
円

市
立
病
院

ム
実
施
時
間
い
つ
れ
も
午
後

一穀
経
購
入
す
る
と
と
を
希
望
さ
れ
一
十
-
月
二
十
日
及
び
二
十
一
日
一
ム
大
口
政
興
量
(
一
面
の
収
集
量

=
漏
幼
稚
園
一
時
三
十
分
か
ら
午
後
三
時
一
る
か
た
は
つ
ぎ
に
よ
り
届
げ
出
て
一
の
二
日
間
一
が
百
八
十
リ
ッ
ト
ル
以
上
の
も
の
一

イ
ン
フ
ル

エ

ン

ザ

〈

流

行

性

感

程

に

よ

り

実

施

い

た

し

ま

す

。

茸

瀬

出

塑

所

一

-字
分
ま
で

一く

だ

さ

い

。

一

A
届

出

場

所

一

を

い

う

，
V

十
八
リ
ッ
ト
ル
に
つ
一

冒
)
の
予
防
鰻
種
を
、
つ
ぎ
の
日
ム
実
施
日
及
び
揖
所
十
一
月
十
九
日
東
大
村
小
学
ム
料
金
一
人
当
り
、
十
一
一
一
才
一

と
れ
は
、
現
在
的
登
録
白
か
ら
一
市
民
標
ま
た
は
各
出
頭
所

一き
十
克
円

戸保
険
衛
生
陳
)一

!
3
0
303
0
3
1
1
3
1
1
1
1
:
l
"
1
1
3
1
1
1
j
i
t
-
-
u
i
;
-

以
上
H
百
六
十
円
、
十
一
ニ
才
一
米
穀
砕
購
入
さ
れ
る
場
合
、

不
便

一

会

書

す

る

も

の

一

来

年

の

成

人

該

当

者

一

昭
和
三
十
七
年
度
の
派
米
農
業
い
れ
ま
し
て
十
一
名
手
。
ぁ
一

い
が
ト
マ
ト
で
す
。
い
ま
ト
マ
一
悪
品
だ
そ
う
で
す
。
日
本
に
か
か
り
百
メ
ー
ト
ル
雪
景
農
業
は
水
引
き
そ
や
ら
な
い
一
番
H
八
十
円
童
日
徴
収
一
春
感
じ
て
お
ら
れ
る
消
費
者
の
た
一

米

麓

入

通

帳

印

鑑

一

一

労
務
者
ど
し
て
去
る
八
月
四
日
横
と
の
人
は
岡
山
県
の
人
が
ぎ
一
ト
の
改
穫
を
初
め
た
と
と
ろ
で
一
あ
る
イ
モ
と

大

分

怒

っ

て

い

な

い

く

ら

い

で

す

。

と

作

物

は

で

き

な

い

よ

う

で

す

一

し

ま

す

。

露

舗

装

)

一

め

に

、

そ

の

不

便

そ

解

消

す

る

旦

(

市

長

)

一

を

調

査

一

浜
よ
り
「
あ
る
ぜ
ん
ち
な
丸
」
で
で
す
。
{
申
略
)
飽
場
主
は
福
一

宗

雨

が
降
ら
な
い
来
年
の
一
る
よ
う
で
ヤ
一
一
室
々
あ
り
ま

私
達
の
と
と
ろ
は
田
舎
の

毛

筆

一

尋

問

カ

リ

フ
オ
ル
ニ
ヤ

一

市

で

は

明

年

一

月

十

五

日

新

ら

問

視
航
さ
れ
た
大
村
市
卒
小
川
郷
朝

岡
の
人
で
す
。

主
任
皇

室

一

月

頃

ま
で
政
穫
が
出
来
る
そ
一

せ
ん
@
(
申
略
}
舞
金
岸

否

少
な
く
さ
び
し
い
と
と
ろ
州
の
地
で
働
く
わ
け
で
す
が
皆
一
飲
食
業
関
係
従
事
者
の
検
便
を
実
施
で
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
十
一
し
く
成
年
に
遺
し
た
人
々
柔

祝

豪

雪

ん

よ

り

十

月

=

百

付

で

塁

内
人
達
で
す
し
話
す
と
と
一

う
で
す
・
と
れ
よ
り
前
に
君
主
い
で
す
か
ら
、

涼
し

く

一

で

す

。

震

で
い
ち
ば
ん
速
い
様
方
の
揺
を
添
い
ま
す
よ
一
伝
染
病
予
防
の
一
環
と
し
て
、
い
つ
れ
も
午
前
高
か
ら
午
後
月
一
日
よ
り
、
大
村
清
掃
業
組
合
い
ず
あ
成
人
式
需
ろ
予
定
で
す

つ

ぎ

の

よ

左

翼

り

が

あ

り

ま

の

ほ

自

聖

で

一

ニ

十

分

ぐ

ら

い

三

生

懸

命

努

力

す

お

覚
悟

で

一

大

村

保

健

所

は

飲

食

業

関

係

長

三

時

ま

で

言

語

社

、

岩

藤

清

掃

社

、

が

、

そ

の

骸

当

妻

、
土
月
一
一

し
た
の
で
み
な
さ
ん
に
と
紹
介
い

か

か

り

ま

す

。

山

の

上

に

ト

マ

ど

ざ

い

ま

す

。

忘

さ

れ

て

い

る

か

た

の

撃

を

つ

ム

場

所

奈

保

健

所

野

田

清

掃

社

、

毛

利

清

掃

社

)

で

十

四

聖

書

役

所
の
住
民
登
録

た
レ
ま
ず
。

一

二

比
J

た
領
政
駆
者
発
行
し
ま
す
に
よ
っ
て
開
査
し
ま
す。

ト
者
作
つ
で
あ
り
ま
す
が
、
作
最
後
に
大
村
市
農
業
の
発
展
ぞ
一
ぎ
の
要
領
で
実
施
し
ま
す
。

ム
料
金
}
人
当
り
五
十
円

I

前
略

物

に

水

巻

引

く

た

め

の

水

道

は

カ

リ

フ

オ

ル

一

一

ヤ

州

の

地

よ

リ

一
ム
警
警

の

で

必

ず

受

取

っ

て

く
だ
さ
い
。
無
登
録
の
か
在
、
市
民
隈
で

去
無
事
に
同
誌
に
つ
き
ま

よ
く
股
備
さ
れ
、
い
た
き
と

お
祈
り
申
し
あ

げ

ま

す

一

飲

食

業

、

議

紫
、
魚

貝

震

汲

取

料

の

領

一
敬
柾
を
な
お
不
明
な
点
が
生
足
場
合
守
ぐ
登
録
の
手
続
き
を
し
て
く
だ

し

て

農

場

の

仕

事

に

精

香

し

一

発

行

し

ま

す

に

は

、

保

険

衛

生

保

ま

で

お

届

げ

さ

い

。

て
い
ま
す
。

g
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ま

造

業
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豆
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今

ま

で

ば

市

内

の

糟

掃

蓄

が

ぐ
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さ

い

・

h
諮
問
内
臨
時
計

ブ
に
は
先
制
引
が
二
十
四
名
い
ま

ン
ク
の
水
は
ほ
か
の
州
か
ら
送
一
ム
日
時
十
一
月
十
三
日
よ
り
、
ご
家
庭
の
し
尿
を
滋
取
っ
た
さ
い
市
の
象
例
で
定
め
た
業
者
一
月
十
五
日
ま
で
に
生
れ
た
人
た

ず
そ
の
内
長
崎
県
人
世
私
達
を

っ

て

い

る

ん

だ

そ

う

で

す
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米

十

}

月

十

五

日

ま

で
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日
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汲

取

り

料

金

の

領

政

庇

巻

指

行

し

の

一
沼
恵
り
料
金
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で

す
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よ
り

十
-
月
十
三
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十
一
月
十
四
日

十
一
月
二
十
日

カ
リ
フ

オ

農
業
移
民
者
の
に
よ
り

げ
た
ト
マ
ト
は
八
月
下
旬
ま
で
一

に
的
穫
も
終
っ
て
い
ま
す
。
イ
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万
巻
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分
位
附
収
穫
し
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十
六
日

町

i

宅

松

住

'
区

白4

訪

‘
I

I

-一

日

区

諏

'

刊

刊

路

内

2

3

8

1
下
h

I
宅

-t
e小
廠

・

1
区

・

i

，
・
‘a

医

住

区

西

旧

l

ig

一

助

訪

7
訪

五

営

六

2
1
場

日

間

問

。訪
U

抑

諏

訪

日朝

町

。町

市

町

回
一山

並

並

馬

松

坂

地

'
乱

開

束

、中

諏

土

声

古

並

古

辻

'
松

松

松

桜

植

n
u
n
H
u
o
u
n
u
n
u
n
U
A
U
dAHH7

n

u

n

u

n

u

n

υ
『

n
u
n
u
n
u
n
u
n
u

nHU

。，ι

，AT
内

H
u
m
Y
E
-
-
F
ι

』
勉
♂

07ι
-
-a噌
向

γι

・a句

'
tt

，
-
z
u
n
I
ι

，‘d
噌

E
I

，‘du

f
-
-
j

守

l

'

l

、
1
7
T

I

-

-

t

、
，1
1

1

司

l

~

~

、

、

~

~

一、~い
r
~

、

~

~

'
~

~

~

~

~

~

n
H
U
n
u
n
u
u
n
u
n
u
n
u
n
u
we

n
H
u
n
U

AH

U

n

U

二
日

u
n
u
n
u
n
H
u
n
u
n
u

舘

舘
民

民

公

舘

舘

舘

公

宅

民

民

民

宅

住

公

公

会

住

田

訪

訪

町

町

地

諏

諏

古

古

名 、

:

;

1

 
• 

・

11

結核検診実施日程

該 当間:時

正法寺

松 山公民舘

松並2公民舘

実 施場所

成口公 民 舘ー

八坂神社

植松公 民舘

日

11月z7日

11月28日

J1月20日

1]月22日

11月26日

11月19日

11月21日

施実

レ
ン
ト
ゲ
ン
車
は
西
大
村
ヘ

の
を
除
き
ま
す
.

0
料
金
無
料
で
す
。

西
大
村
地
区
の
結
核
険
診
を
つ
一
て
く
だ
さ
い
。
ム
そ
の
他

ぎ
の
日
程
で

実

施

し

ま

す

。

一

ム

際

当

者

ボ

タ

ン

や

ホ
ッ
ク
の
な
い

τ
着
で

該
当
者
に
は
、
個
人
通
知
ぞ
い
た
一
七
才
以
上
の
も
の
で
、
学
校
や
事
一
あ
れ
ば
、
そ
の
芝
、
〉
受
診
で
き
、

し
ま
す
の
で
、
も
れ
な
く
受
診
し
一
葉
町
等
で
集
団
検
惨
を
受
げ
る
も
一
時
間
は
か
〉
り
ま
せ
ん
。

米
穀
小
売
庖
の
変
更
を
希
望
さ
れ
る
方
へ


